
亀 山 市 告 示 第 ４ ０ 号  

亀 山 市 特 定 不 妊 治 療 費 助 成 金 交 付 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を 次

の よ う に 定 め る 。  

  令 和 ３ 年 ３ 月 １ ８ 日  

亀 山 市 長  櫻  井  義  之  

 

亀 山 市 特 定 不 妊 治 療 費 助 成 金 交 付 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示  

 

亀 山 市 特 定 不 妊 治 療 費 助 成 金 交 付 要 綱 （ 平 成 ２ ６ 年 亀 山 市 告 示 第

１ １ ９ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

目次中「第４条―第１１条」を「第４条―第１０条」に、「第１２

条 ― 第 １ ６ 条 」 を 「 第 １ １ 条 － 第 １ ５ 条 」 に 、 「 第 １ ７ 条 」 を 「 第

１ ６ 条 」 に 改 め る 。  

第２条第１項中「者」の次に「又は事実上の婚姻関係にある者（治

療 の 結 果 、 出 生 し た 場 合 の 子 に つ い て 認 知 を 行 う 意 向 が あ る 者 に 限

る 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 ４ 項 中 「 「 安 心 子 ど も 基 金 管 理 運 営 要 領 に

基 づ く 不 妊 に 悩 む 方 へ の 特 定 治 療 支 援 事 業 」 （ 平 成 ２ ６ 年 ２ 月 ６ 日

雇 児 発 ０ ２ ０ ６ 第 ８ 号 厚 生 労 働 省 雇 用 均 等 ・ 児 童 家 庭 局 長 通 知 ） に

基 づ き 実 施 す る 事 業 」 を 「 実 施 す る 特 定 不 妊 治 療 費 助 成 事 業 （ 安 心

こ ど も 基 金 管 理 運 営 要 領 （ 平 成 ２ １ 年 ３ 月 ５ 日 文 科 発 第 １ ２ ７ ９ 号

文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 長 ・ 雇 児 発 第 ０ ３ ０ ５ ０ ０ ５ 号 厚 生 労 働

省 雇 用 均 等 ・ 児 童 家 庭 局 長 通 知 ） に 基 づ く 不 妊 に 悩 む 方 へ の 特 定 治

療 支 援 事 業 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

第 ３ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 第 ４ 条 」 を 「 第 ３ 条 」 に 改 め る 。  

第 ４ 条 第 １ 項 中 「 対 象 は 、 」 の 次 に 「 特 定 不 妊 治 療 （ 」 を 、 「 特

定 不 妊 治 療 」 の 次 に 「 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 治 療 内 容 に 限 る 。 以 下

こ の 章 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 に 次 の 各 号 を 加 え る 。  

（ １ ） 以 前 に 凍 結 し た 胚 を 解 凍 し て 胚 移 植 を 実 施 し た も の  

（ ２ ） 採 卵 し た が 卵 が 得 ら れ な い 、 又 は 状 態 の 良 い 卵 が 得 ら れ な い

た め 中 止 し た も の  



第 ４ 条 第 ２ 項 第 ７ 号 か ら 第 １ ０ 号 ま で を 削 る 。  

第 ５ 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 第 ９ 条 」 を 「 第 ８ 条 」 に 改 め 、 同 条 第 ２

項 中 「 医 療 保 険 各 法 又 は 生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ）

第 １ ５ 条 に 規 定 す る 医 療 扶 助 若 し く は 中 国 残 留 邦 人 等 の 円 滑 な 帰 国

の 促 進 及 び 永 住 帰 国 後 の 自 立 の 支 援 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ６ 年 法 律 第

３ ０ 号 ） 第 １ ４ 条 に 規 定 す る 医 療 支 援 給 付 の 対 象 外 の 治 療 を 受 け た  

者 で あ る こ と 」 を 「 次 に 掲 げ る 者 は 、 助 成 金 の 交 付 対 象 者 と し な い 」  

に 改 め 、 同 項 に 次 の 各 号 を 加 え る 。  

（ １ ） 医 療 保 険 各 法 又 は 生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ）

第 １ ５ 条 に 規 定 す る 医 療 扶 助 若 し く は 中 国 残 留 邦 人 等 の 円 滑 な

帰 国 の 促 進 並 び に 永 住 帰 国 し た 中 国 残 留 邦 人 等 及 び 特 定 配 偶 者

の 自 立 の 支 援 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ６ 年 法 律 第 ３ ０ 号 ） 第 １ ４ 条

に 規 定 す る 医 療 支 援 給 付 の 対 象 外 の 治 療 を 受 け た 者  

（ ２ ） 治 療 期 間 の 初 日 に お け る 妻 の 年 齢 が ４ ３ 歳 以 上 で あ る 者  

第 ５ 条 中 第 ３ 項 を 削 り 、 第 ４ 項 を 第 ３ 項 と す る 。  

第 ６ 条 を 削 る 。  

第 ７ 条 第 １ 項 中 「 第 ４ 条 に 規 定 す る 算 出 さ れ た 」 及 び 「 （ 採 卵 準

備 の た め の 投 薬 開 始 か ら 、 体 外 受 精 又 は 顕 微 授 精 １ 回 に 至 る 治 療 の

過 程 を さ す 。 ま た 、 以 前 に 行 っ た 体 外 受 精 又 は 顕 微 授 精 に よ り 作 ら

れ た 授 精 胚 に よ る 凍 結 胚 移 植 も １ 回 と 見 な す 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 た

だ し 書 中 「 １ ０ 万 円 」 を 「 、 ７ 万 ５ 千 円 」 に 改 め 、 同 条 を 第 ６ 条 と

す る 。  

第 ８ 条 の 見 出 し 中 「 及 び 期 間 」 を 削 り 、 同 条 中 「 及 び 期 間 」 を 削

り 、 「 掲 げ る 」 の 次 に 「 初 め て 受 け た 助 成 に 係 る 治 療 期 間 の 初 日 に

お け る 妻 の 年 齢 の 」 を 加 え 、 同 条 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 を 次 の よ う に 改

め る 。  

（ １ ） ４ ０ 歳 未 満  通 算 ６ 回  

（ ２ ） ４ ０ 歳 以 上 ４ ３ 歳 未 満  通 算 ３ 回  

第 ８ 条 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 ま で を 削 り 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  助成金の交付を受けた特定不妊治療を経て出産した（妊娠後１２



週 を 経 過 し た 後 に 死 産 し た 場 合 を 含 む 。 ） 後 に 、 新 た に 助 成 金 の

交 付 を 受 け る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 出 産 ま で 受 け た 助 成 の 回 数 は

通 算 し な い こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 前 項 の 規 定 中 「 初

め て 受 け た 助 成 に 係 る 治 療 期 間 」 と あ る の は 「 新 た に 助 成 金 の 交

付 を 受 け る 治 療 期 間 」 と す る 。  

第 ８ 条 を 第 ７ 条 と し 、 第 ９ 条 か ら 第 １ １ 条 ま で を １ 条 ず つ 繰 り 上

げ る 。  

第 ３ 章 中 第 １ ２ 条 の 前 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 助 成 の 対 象 ）  

第 １ １ 条  助 成 の 対 象 は 、 特 定 不 妊 治 療 （ 三 重 県 知 事 が 指 定 し た 医

療 機 関 に お い て 夫 婦 が 受 け た 医 師 が 必 要 と 認 め る 特 定 不 妊 治 療 で  

あ っ て 、 次 に 掲 げ る 治 療 内 容 に 限 る 。 以 下 こ の 章 に お い て 同 じ 。 ）  

に 要 し た 経 費 と す る 。  

（ １ ） 新 鮮 胚 移 植 を 実 施 し た も の  

（ ２ ） 凍 結 胚 移 植 を 実 施 し た も の （ 採 卵 ・ 受 精 後 、 １ 周 期 か ら ３ 周

期 ま で の 間 隔 を あ け て 母 体 の 状 態 を 整 え て か ら 胚 移 植 を 行 う と

の 当 初 か ら の 治 療 方 針 に 基 づ く 治 療 を 行 っ た 場 合 に 限 る 。 ）  

（ ３ ） 以 前 に 凍 結 し た 胚 を 解 凍 し て 胚 移 植 を 実 施 し た も の  

（ ４ ） 体 調 不 良 等 に よ り 移 植 の め ど が 立 た ず 治 療 を 終 了 し た も の  

（ ５ ） 受 精 で き な か っ た も の 又 は 胚 の 分 割 停 止 、 変 性 、 多 精 子 受 精

な ど の 異 常 受 精 等 に よ り 中 止 し た も の  

（ ６ ） 採 卵 し た が 卵 が 得 ら れ な い た め 又 は 状 態 の 良 い 卵 が 得 ら れ な

い た め 中 止 し た も の  

２  第 ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 は 、 前 項 の 助 成 の 対 象 に つ い て 準 用 す る 。  

第 １ ２ 条 を 削 る 。  

第 １ ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 第 １ ５ 条 」 を 「 第 １ ４ 条 」 に 改 め 、

「 （ 昭 和 ４ ２ 年 法 律 第 ８ １ 号 ） 」 及 び 「 （ 昭 和 ２ ６ 年 政 令 第 ３ １ ９

号 ） 」 を 削 り 、 同 項 第 ４ 号 を 削 り 、 同 項 第 ５ 号 中 「 平 成 ２ ８ 年 度 」

を 「 平 成 ２ ６ 年 度 」 に 、 「 は 、 初 回 の 」 を 「 で あ っ て 、 」 に 改 め 、

同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 中 第 ６ 号 を 第 ５ 号 と し 、 同 条 第 ２ 項 を



次 の よ う に 改 め る 。  

２  第 ５ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 の 規 定 は 、 前 項 の 助 成 金 の 交 付 対 象 者

に つ い て 準 用 す る 。  

第 １ ３ 条 を 第 １ ２ 条 と す る 。  

第 １ ４ 条 の 見 出 し 中 「 額 等 」 を 「 額 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 中 「 別

表 の と お り と す る 」 を 「 特 定 不 妊 治 療 １ 回 ご と の 経 費 と す る 」 に 改

め 、 同 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

た だ し 、 １ 回 に お け る 助 成 は 、 第 １ １ 条 第 １ 項 第 １ 号 、 第 ２ 号 、  

第 ４ 号 及 び 第 ５ 号 に 掲 げ る 治 療 内 容 に あ っ て は ３ ０ 万 円 を 、 同 項

第 ３ 号 及 び 第 ６ 号 に 掲 げ る 治 療 内 容 に あ っ て は １ ０ 万 円 を 限 度 と

す る 。  

第 １ ４ 条 第 ２ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

２  第 ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 は 、 前 項 の 助 成 金 の 額 に つ い て 準 用 す る 。  

第 １ ４ 条 を 第 １ ３ 条 と し 、 同 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 助 成 の 回 数 ）  

第 １ ４ 条  助 成 の 回 数 は 、 通 算 ８ 回 （ 亀 山 市 特 定 不 妊 治 療 費 助 成 事

業 及 び 市 以 外 の 地 方 公 共 団 体 が 実 施 す る 同 様 の 助 成 事 業 に よ る 助

成 を 受 け た 場 合 に あ っ て は 、 こ れ ら の 助 成 事 業 に お い て 受 け た 助

成 の 回 数 を 通 算 す る も の と す る 。 ） を 限 度 と す る 。  

第 １ ５ 条 を 削 る 。  

第 １ ６ 条 中 「 第 ６ 条 、 第 １ ０ 条 及 び 第 １ １ 条 」 を 「 第 ８ 条 第 １ 項

及 び 第 ３ 項 、 第 ９ 条 並 び に 第 １ ０ 条 」 に 改 め 、 同 条 を 第 １ ５ 条 と す

る 。  

第 ４ 章 中 第 １ ７ 条 を 第 １ ６ 条 と す る 。  

附 則 第 ２ 項 中 「 第 ５ 条 第 ３ 項 」 を 「 第 ５ 条 第 ２ 項 」 に 、 「 第 ８ 条 、  

第 １ ３ 条 第 １ 項 及 び 第 １ ４ 条 第 ２ 項 」 を 「 第 ７ 条 第 １ 項 及 び 第 １ ２

条 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ３ 項 中 「 第 ８ 条 、 第 １ ３ 条 第 １ 項 及 び 第 １ ４ 条 第 ２ 項 」 を  

「 第 ７ 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 「 第 ８ 条 及 び 第 １ ４ 条 第 ２ 項 中 」 を 削 る 。  

別 表 を 削 る 。  



附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 告 示 は 、 公 表 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 告 示 に よ る 改 正 後 の 亀 山 市 特 定 不 妊 治 療 費 助 成 金 交 付 要 綱

の 規 定 は 、 令 和 ３ 年 １ 月 １ 日 以 後 に 治 療 が 終 了 し た 特 定 不 妊 治 療

に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 治 療 が 終 了 し た 特 定 不 妊 治 療 に 係 る 助

成 金 の 交 付 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  


